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 急速な少子・高齢化や社会情勢の変化に伴い、高齢者や障がい児（者）、児童を取り巻く環境は、

ますます深刻化し、多種多様化する福祉ニーズに、公的サービスだけでは対応できない状況にありま

す。このような中で、社会福祉協議会では、地域福祉を推進する中核的な組織としての役割を果たす

ため、地域の多様な資源（自助・互助・共助・公助）を積極的に活用し、「地域包括ケア」体制の構

築に向けた取り組みを推進してまいります。 

※「地域包括ケア」体制とは、地域の多様な資源の活用により、介護サービスを中核としつつ、高齢者等の状

況に応じ、医療、住まい、介護予防及びボランティア等による見守り・配食・買物などの生活支援を含む生

活全般にわたるサービスが、日常生活の場において、２４時間３６５日切れ目なく包括的かつ継続的に提供

される体制をいう。 

Ⅰ 平成２３年度の主な社協活動（地域福祉活動）の実績について 

  ①相談・支援事業 

高齢者関係 障がい者関係 児 童 関 係 そ の 他 合  計 

 ４９件  ７４件  １３件  ３５件 １７１件 

  ②福祉サービス利用支援事業（契約件数２０件） 

相談支援  金銭管理  各種手続き 書類等預り 合  計 

５５０件 ２２２件  ２６件   ５件 ８０３件 

   ※判断能力に不安のある方の日常生活を支援する事業です。 

  ③福祉機器リサイクル（貸出）事業 

車 イ ス ポータブルトイレ 杖・歩行器 そ の 他 合  計 

  ６件   １件   ２件   １件  １０件 

  ④シニアはつらつ（脳トレ）教室開催事業 

   ○教室開催数：４９回（延利用者数８４７名） 

   ○学習サポーター派遣（延参加者数：３１７名） 

   ※シニアはつらつ倶楽部・・毎月１回わどまり保育園での交流活動（延参加者数：９４名） 

  ⑤支え合いマップ作成研修会（１３字、延参加人数：１０１名） 

  ⑥訪問介護員養成研修（２級課程）・・資格取得者：１３名（１３６時間） 

  ⑦生活・介護支援サポーター懇談会（４回、延参加人数：５９名） 

  ⑧ボランティアセンター運営事業 

   ○相談件数：５１件、斡旋件数：５９件 

   ○ボランティアスクール・講座（１７回、延参加人数：３８０名） 

   ○歳末たすけあい街頭募金運動（延参加者数：１２３名） 

   ○花の島ジョギング大会給水ボランティア活動（延参加者数：３４名） 

   ○災害ボランティアセンター設置・運用訓練（延参加者数：７６名） 
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  ⑨共同募金「安心・安全福祉のまちづくり支援事業」（出花字配分 総額１００千円） 

  ⑩赤十字奉仕団研修会（参加人数：３６名）、青少年赤十字講習会（参加人数：４２名） 

  ⑪生活福祉資金貸付事業（貸付件数：３件  ※教育支援資金など） 

  ⑫補装具相談会（４回、相談件数：１９件） 

  ⑬祭壇貸付事業（貸付件数：７件） 

  ⑭福祉団体支援事業 

   ○身体障害者福祉協会・母子寡婦福祉会・遺族会の事務局（行事等の企画運営） 

   ○ふれあい福祉スポーツ大会の企画・運営 

   ○障がい者グランドゴルフ大会の企画・運営 

 

Ⅱ 平成２３年度収支決算の状況（特別会計を含む。） 

 〔収入合計：３０１，５６４，９７３円〕 

  ①会  費    １，０４８，４００円 

（２，６２１世帯） 

  ②寄 附 金    ２，３４３，２００円 

  ③補 助 金   １８，４７４，０００円 

  ③受 託 金   ２０，６９１，０８８円 

  ④事業収入  ２２１，６７９，６１９円 

  ⑤雑 収 入   ３７，３２８，６６６円 

  収入では、わどまり保育園の民営化により 

 受託金収入から事業収入に勘定科目が変更と 

 なり、事業収入が大幅な増額となりました。 

 介護保険収入は、減額となっています。 

 〔支出合計：２８５，１１７，９０７円〕 

  ①人 件 費  ２０４，８５０，９９２円 

  ②事 務 費    ４，４７９，７０６円 

  ③事 業 費   ５９，４１８，３９８円 

  ④積立支出    ９，６４５，４３０円 

  ⑤雑 支 出    ６，７２３，３８１円 

  支出では、国の緊急雇用対策事業に伴う契 

 約職員の雇用（５名）による職員増や介護職 

 員処遇改善事業に伴う給与改善費の支給等に 

 よる人件費が増額となっています。 

  施設、設備の老朽化も顕著で、改善に向け 

 た取り組みが課題となっています。 

 

社会福祉協議会費へのご理解とご協力をお願いします！ 

 社会福祉協議会（社協）は、「地域の福祉」を推進することを目的に全国の市町村に設置された 

 公益性の高い民間の社会福祉団体です。皆さまから納めていただいた会費は、本会が実施する 

 相談・支援事業、介護予防事業（脳トレ）、ボランティアセンター事業、福祉人材育成事業、 

 福祉機器リサイクル事業、祭壇貸付事業など、住み慣れた地域で安心して暮らせるまちを目指し 

 た事業の貴重な財源として、重要な役割を果たしています。 

   ◎会費の種類  一般会員（年額一口）   ５００円（町内の各世帯） 

           特別会員（年額一口） １，０００円（趣旨に賛同いただける事業所等） 

 



〔災害ボランティアセンター設置運用訓練〕 阪神・淡路大震災を契機に、ボランティア活

動に対する国民の関心が高まる中、災害発生時

にボランティアの受け入れや受給調整、ニーズ

の受付など、円滑な活動と復興支援を図ること

を目的に設置されるのが、災害ボランティアセ

ンターです。 今回、県社協の指導のもと、社

協職員を中心に、行政職員、区長、民生委員、

婦人会員等関係者の参加を得て、災害ＶＣ設置

運用訓練を実施しました。参加者全員が初めて

の経験で、戸惑いも見られましたが、充実した

意義ある訓練になりました。 
   〔生活支援サポーター懇談会〕  

  

 介護保険等の公的なサービスでは対応の困難な 

生活課題を解決する仕組みの１つとして、生活支援 

サービスがあります。その役割を担う人材の養成を 

目的に、Ｈ２１，２２年度に生活・介護支援サポー 

ター養成研修会を開催いたしました。 

 研修会受講者を中心に、生活支援サービスの実現 

に向けた懇談会を２ヶ月に１回開催しています。 

 毎回、参加者からは積極的な意見が出され、今年 

度中の立ち上げに向けて、動きが加速しそうです。 

※ 発足時は、利用・協力両会員を募集します。 

    〔赤十字奉仕団研修会〕       

日本赤十字社鹿児島県支部の指導のもと、災害

発生時や急な病人、けが人が出た場合の対処法と

して、救急法の研修が行われ、参加者は、トレー

ニングマネキンを使用して、心肺蘇生法の実技に 

真剣に取り組みました。また、災害時の炊き出し

をスムーズに行うため、ハイゼックス（専用ビニ 

ール袋）を活用した訓練も行われました。水の確

保が困難な場合を仮定して、ジュースやコーヒー 

等も試され、研修修了後には、出来上がった炊出

しの試食会も行われました。 

〔シニアはつらつ倶楽部〕 

  

シニアはつらつ教室（脳トレ）の卒業者を中心に

月１回、わどまり保育園において、社会貢献運 

動の一環として、園児との交流を行っています。 

 ３年目を迎え、子どもたちもおじぃちゃんやお

ばぁちゃんの訪問を楽しみにしており、訪問する 

とすぐに、子どもたちに取り囲まれ、一緒になっ

て、楽しく遊んでいる様子が見受けられるように 

なりました。「交流の日が待ち遠しい」「来るた

びに若返る」など、お年寄りにも大好評です。 

     “参加希望者大歓迎” 



 

〔ふれあい福祉スポーツ大会〕 
 第１６回ふれあい福祉スポーツ大会が、障が

い者・母子団体の会員及び家族、地区民生委

員、中学生のボランティアなど約１００名の参

加のもと、町民体育館で開催されました。  

通常の運動会では、見かけない競技が多数準

備されており、空缶を積み上げていくものや車

イスでの買物競争、様々な福祉マークを使った

神経衰弱など、選手も観客も笑い声のたえな

い、楽しい大会となりました。参加されたこと

のない皆さん今年は、参加して心の底から笑っ

てみませんか。 

〔社協役員事業所視察研修〕 

 理事・監事・評議員の一斉改選に伴い、社協で 

実施する事業や職員の業務状況について、理解を 

深めてもらうことを目的に実施いたしました。 

 当日は、２４名中１９名の参加が得られ、介護 

保険事業、障害福祉サービス事業、保育事業など 

全１１事業所を視察し、事業所の概要やサービス 

内容の説明を受け、それぞれの事業の重要性や必 

要性について理解するとともに、利用者に対して 

サービスの利用状況や感想を積極的に聞く姿が 

見受けられました。 
〔車イスのご寄贈〕 

                        

沖永良部遊技業協同組合から５台、鹿児島県タク

シー協会から１台、合わせて６台の自走式車イス

をご寄贈いただきました。                        

ご寄贈いただいた車いすは、本会が実施する介護

保険事業や障害福祉サービス事業、介護人材養成

事業や児童・生徒に対する福祉体験学習、福祉機

器レンタル事業など、様々な分野での有効的な活

用を計画し、大切に使用させていただきます。 

 沖永良部遊技業協同組合並びに鹿児島県タク                       

シ―協会の皆さまのご厚意に感謝いたします。 

 

社会福祉協議会では、住み慣れた地域で安心して暮らしていただくために、日常生活を支援 

 する「福祉サービス利用支援事業」を実施しています。この事業の対象は、高齢者や障がい者 

 で自らの判断能力に不安があり、介護等サービスの利用の手続きや日常生活の金銭の支払い等に 

 お困りの方です。サービス内容は、介護等サービスの利用に関する相談、申込・解約の手続きや 

 利用料金の支払い、年金等の手続き、公共料金の支払い、預貯金の出し入れ等のお手伝いを 

 いたします。また、印鑑や預金通帳、証書などを安全な場所でお預かりいたします。 

    お問い合わせは、社協事務局（９２－２２９９）までお気軽にご連絡下さい！ 


